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（別添） 

 

 

問１ 新型インフルエンザの流行によりタミフルドライシロップ３％（成分

名：オセルタミビルリン酸塩）の入手が困難な場合において、当該製剤の

投与対象となる患者に対して、タミフルカプセル７５ｍｇを脱カプセルし、

賦形剤を加えて調剤した上で交付した場合、薬剤料の算定は可能か。 

 

（答） 新型インフルエンザの流行によりタミフルドライシロップ３％が入手困

難な場合であって、当該薬剤の投与が必要な患者に対して、タミフルカプ

セル７５ｍｇを脱カプセルし調剤したものをタミフルドライシロップ３％

の用法・用量に従い投与した場合に限り、薬剤料の算定は可能である。こ

の場合、脱カプセルしたタミフルカプセル７５ｍｇに係る薬剤料について

は、オセルタミビルの実際の投与量に相当する分（例えば、５日間でオセ

ルタミビルとして合計２６２．５ｍｇ投与する場合は、タミフルカプセル

７５ｍｇの３．５カプセル分）を請求するものとし、院内処方の場合には

医科レセプトの摘要欄に、院外処方の場合には調剤レセプトの摘要欄に、

それぞれ「タミフルドライシロップ不足のため」等のやむを得ない事情を

記載すること。 

なお、タミフルドライシロップ３％の使用を優先することは当然である

が、その入手が困難であり、かつ、医療上その投与が必要と判断される状

況においては、タミフルカプセル７５ｍｇを脱カプセルしてタミフルドラ

イシロップ３％の用法・用量に従い投与することについて、本剤の服用方

法や米国においても同様の方法が推奨されていることに鑑み、有効性・安

全性上、ドライシロップ３％と異なるような特段の問題は生じないと考え

ている旨を医薬食品局審査管理課に確認済みであることを申し添える。                         

 

 

問２ 問１のようにタミフルカプセル７５ｍｇを脱カプセルし、賦形剤を加え

て調剤した上で交付した場合、保険薬局は自家製剤加算を算定できるのか。

また、入院中の患者に対して同様の調剤をした上で投薬を行った場合には、

保険医療機関は院内製剤加算を算定できるのか。 

 

（答）タミフルドライシロップ３％が入手困難な場合であれば、それぞれ算定

できる。 
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問３ 新型インフルエンザに係る医療提供体制の確保の一環として、薬局が夜

間・休日営業の地域輪番・当番制に参加する場合に、薬事法に基づく営業

時間の変更の届出は必要か。 

（答）薬局の営業時間変更に係る都道府県知事への届出は、「通常の営業日及び

営業時間」について求めているものであり、新型インフルエンザに係る体

制確保の一環として夜間・休日営業の地域輪番・当番の体制をとる場合に

おいては、変更届の提出は行わなくても差し支えない。 

   なお、各薬事担当部局においては、新型インフルエンザに係る医療提供

体制に関する担当部局や地域薬剤師会等から輪番・当番体制に関する情報

を得るなど、その把握に努められたい。 




